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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 バックライト装置および液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  単純な構造で小型化が可能な液晶表示装置用
のバックライト装置を提供する。
【解決手段】  基板１４は、底面部１４ａの端部に平板
状の複数の側面部１４ｂが拡散シート３側に傾斜した状
態で接続された形状を有し、底面部１４ａには拡散シー
ト３側に光源１１が装着され、側面部１４ｂには、光源
１１からの光の照射方向側に反射シート１３が貼付さ
れ、背面に回路部品１２が装着されて駆動回路が形成さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像を表示するために液晶パネルに後方
から光を照射するバックライト装置において、
光を照射する光源と、
前記光源を駆動する駆動回路と、
前記光源からの光を反射する光反射手段と、
前記光源が装着された底面の端部に、前記光源からの光
の照射方向側に前記光反射手段が形成された平板状の複
数の側面部が、前記照射方向に傾斜した状態で接続した
形状を有し、前記側面部の前記光反射手段の形成面の背
面に前記駆動回路が形成された基板と、
を有することを特徴とするバックライト装置。
【請求項２】  前記光源は発光ダイオードであることを
特徴とする請求項１記載のバックライト装置。
【請求項３】  前記光源は蛍光管であることを特徴とす
る請求項１記載のバックライト装置。
【請求項４】  前記光源は電球であることを特徴とする
請求項１記載のバックライト装置。
【請求項５】  前記光反射手段は、前記基板に貼付され
た反射シートであることを特徴とする請求項１記載のバ
ックライト装置。
【請求項６】  前記基板はプラスティック樹脂製であ
り、前記駆動回路は無電解メッキ法によってパターン形
成されることを特徴とする請求項１記載のバックライト
装置。
【請求項７】  液晶パネルに後方から光を照射して画像
を表示する液晶表示装置において、
光を照射する光源と、
前記光源を駆動する駆動回路と、
前記光源からの光を反射する光反射手段と、
前記光源が装着された底面の端部に、前記光源からの光
の照射方向側に前記光反射手段が形成された平板状の複
数の側面部が、前記照射方向に傾斜した状態で接続した
形状を有し、前記側面部の前記光反射手段の形成面の背
面に前記駆動回路が形成された基板と、
を有するバックライト装置を具備したことを特徴とする
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、画像を表示するた
めに液晶パネルに後方から光を照射するバックライト装
置、およびこれを具備した液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】コンピュータ画像の表示等に用いられて
いる液晶表示装置は、通常、液晶物質が封入された液晶
パネルの内側に設けられたバックライト装置による光を
使って表示を行うが、ランプハウス内に収納した光源ラ
ンプの光を、光拡散シートを透過させて液晶パネルに照
射する直射型のバックライト装置は、光導出効率が高
く、高輝度表示に適している。
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【０００３】図５に従来のバックライト装置の断面図を
示す。図５において、バックライト装置５０は、光を照
射する発光ダイオード５１と、発光ダイオード５１の駆
動回路を構成するトランジスタ、抵抗、コンデンサ等の
複数の回路部品５２と、発光ダイオード５１および回路
部品５２がマウントされて発光ダイオード５１の駆動回
路が形成されている基板５３と、基板５３を収納するラ
ンプハウス５４によって構成されている。また、図５で
は、バックライト装置５０を具備する液晶表示装置５の
構成要素として、文字や図形等の画像情報を表示する表
示パネルである液晶パネル５ａ、および発光ダイオード
５１からの光が照射される照射面である拡散シート５ｂ
が示されている。
【０００４】図５に示すように、ランプハウス５４は基
板５３を覆うように設置され、発光ダイオード５１が上
方の拡散シート５ｂに光を照射するように中央部が開口
している。ランプハウス５４はこの中央の低い開口部か
ら、外側に向かって上方に傾斜した形状となっており、
この傾斜部分の上面には、発光ダイオード５１からの光
を反射するための反射シート５５が貼付されている。こ
の反射シート５５は例えば、金属蒸着膜が形成された樹
脂フィルム、あるいはアルミニウム箔等であり、発光ダ
イオード５１からの光が、上部に設置された拡散シート
５ｂに向かって反射するように表面が鏡面処理されてい
る。
【０００５】ここで、図６は従来のバックライト装置５
０におけるランプハウス５４の形状例を示す斜視図であ
る。図６に示すランプハウス５４では、発光ダイオード
５１が設置されている中央の開口部の周りに、４枚の傾
斜部分が存在し、それぞれに反射シート５５が形成され
ている。発光ダイオード５１からの光はこのようなラン
プハウス５４の上面によって反射され、アクリル製樹脂
板等で構成される拡散シート５ｂの全面に照射されて、
拡散シート５ｂを透過することによって均質な拡散光と
なって液晶パネル５ａに照射される。この拡散光が液晶
パネル５ａを下面から照射することによって、液晶パネ
ル５ａの上面に画像が表示される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、従来のバック
ライト装置５０では、発光ダイオード５１および回路部
品５２等が実装された基板５３を覆うようにランプハウ
ス５４が取り付けられ、このランプハウス５４の上面に
反射シート５５が形成される構造のため、基板５３から
ランプハウス５４の上部までの高さがある程度必要とな
り、小型化および薄型化を行うには限界があり、取り付
け構造にも自由度がなかった。また、基板５３とランプ
ハウス５４が独立して形成されるため、生産効率がよい
とは言えなかった。
【０００７】本発明はこのような課題に鑑みてなされた
ものであり、より単純な構造で小型化が可能なバックラ
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3
イト装置を提供することを目的とする。また、本発明の
他の目的は、より単純な構造で小型化されたバックライ
ト装置を具備する液晶表示装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明では上記課題を解
決するために、画像を表示するために液晶パネルに後方
から光を照射するバックライト装置において、光を照射
する光源と、前記光源を駆動する駆動回路と、前記光源
からの光を反射する光反射手段と、前記光源が装着され
た底面の端部に、前記光源からの光の照射方向側に前記
光反射手段が形成された平板状の複数の側面部が、前記
照射方向に傾斜した状態で接続した形状を有し、前記側
面部の前記光反射手段の形成面の背面に前記駆動回路が
形成された基板と、を有することを特徴とするバックラ
イト装置が提供される。
【０００９】このようなバックライト装置では、光源お
よび駆動回路の実装と、光反射手段の形成が１つの基板
上でなされる。すなわち、この基板は、光源が装着され
た平板状の底面部の端部に、平板状の複数の側面部が光
源からの光の照射方向に傾斜した状態で接続された形状
を有し、傾斜した側面部における光の照射方向側に光反
射手段が形成されることによって、光源からの光が反射
される構造になっており、駆動回路は側面部の光照射方
向の裏側に形成される。
【００１０】また、本発明では、液晶パネルに後方から
光を照射して画像を表示する液晶表示装置において、光
を照射する光源と、前記光源を駆動する駆動回路と、前
記光源からの光を反射する光反射手段と、前記光源が装
着された底面の端部に、前記光源からの光の照射方向側
に前記光反射手段が形成された平板状の複数の側面部
が、前記照射方向に傾斜した状態で接続した形状を有
し、前記側面部の前記光反射手段の形成面の背面に前記
駆動回路が形成された基板と、を有するバックライト装
置を具備したことを特徴とする液晶表示装置が提供され
る。
【００１１】このような液晶表示装置では、光源および
駆動回路の実装と、光反射手段の形成が１つの基板上で
なされたバックライト装置を具備している。この基板
は、光源が装着された平板状の底面部の端部に、平板状
の複数の側面部が光源からの光の照射方向側に傾斜した
状態で接続された形状を有し、傾斜した側面部における
光の照射方向側に光反射手段が形成されることによっ
て、光源からの光が反射される構造になっており、駆動
回路は側面部の光照射方向の裏側に形成される。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１に本発明の１実施例であるバ
ックライト装置の構造を示す。図１（ａ）は断面図、
（ｂ）は平面図である。
【００１３】本発明のバックライト装置１０は、液晶表
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示装置１の液晶パネル２に後方から光を照射して画像を
表示させるための装置である。このバックライト装置１
０は、光を照射する発光ダイオード１１と、発光ダイオ
ード１１の駆動回路を構成するトランジスタ、抵抗、コ
ンデンサ等の複数の回路部品１２と、発光ダイオード１
１から照射された光を反射する光反射手段である反射シ
ート１３と、発光ダイオード１１および回路部品１２が
マウントされ、反射シート１３が貼付される基板１４に
よって構成されている。また、図１（ａ）では、バック
ライト装置１０を具備する液晶表示装置１の構成要素と
して、文字や図形等の画像情報を表示する表示パネルで
ある液晶パネル２、および発光ダイオード１１からの光
が照射される照射面である拡散シート３が示されてい
る。
【００１４】基板１４は、例えばガラスエポキシあるい
は紙フェノール等からなる、いわゆるフレキシブル基板
であり、発光ダイオード１１が設置された底面部１４ａ
の左右に、２枚の側面部１４ｂが拡散シート３の方向に
傾斜して接続された形状を有している。側面部１４ｂの
拡散シート３側の面には図１（ｂ）に示すように、金属
蒸着膜が形成された樹脂フィルム、あるいはアルミニウ
ム箔等からなる反射シート１３が、側面部１４ｂのほぼ
全面にわたって貼付されている。この側面部１４ｂの底
面部１４ａに対する反対側の端面によって形成される開
口部の大きさは、上部に位置する液晶パネル２および拡
散シート３の寸法に合わせて決定される。このように、
発光ダイオード１１が設置された底面部１４ａから両側
に傾斜した面に反射シート１３が貼付されることによっ
て、発光ダイオード１１から発せされる光が効率よく拡
散シート３の全面に照射される。なお、発光ダイオード
１１からの光を反射させるための手段は、反射シート１
３の貼付に限らず、例えば、基板１４の材料によって
は、側面部１４ｂの光照射側を鏡面処理する、あるいは
白色塗装すること等によって光を反射させることが可能
となる。
【００１５】拡散シート３はアクリル製樹脂板等で構成
され、この拡散シート３を透過した光は均質な拡散光と
なって液晶パネル２に照射される。液晶パネル２には、
充填された液晶物質をはさんで偏光子が上下に設置され
ており、拡散シート３からの拡散光が液晶パネル２を下
面から照射すると、透過する光の量が制御されることに
よって、液晶パネル２の上面に所定の画像が表示され
る。
【００１６】また、この基板１４の側面部１４ｂの反射
シート１３貼付面に対する背面部には、図１（ａ）に示
すように複数の回路部品１２が装着されて、発光ダイオ
ード１１の駆動回路が形成されている。このように、上
記のバックライト装置１０では、発光ダイオード１１お
よびその駆動回路の実装と、反射シート１３の貼付によ
る光の反射手段が１つの基板１４によって実現されるた
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め、発光ダイオードおよび駆動回路が実装された基板
と、光の反射手段となるランプハウスが別の部品で構成
される従来のバックライト装置と比較して、部品点数が
削減され、生産性が向上する。また、バックライト装置
１０では、光の反射手段となる基板１４の側面部１４ｂ
の裏側に駆動回路が形成される構造から、装置全体を、
光を反射して拡散シート３に照射する開口部の面積に応
じた最小限の大きさに抑えることができ、従来のバック
ライト装置と比較して小型化、薄型化することが可能と
なる。さらに、基板１４は、駆動回路の形成に例えば無
電界メッキ方法を用いた、液晶ポリマー等のプラスティ
ック樹脂による電子成形部品（ＭＩＤ：Molded Interco
nnection Device）とすることによって、３次元的な形
状を有する基板１４を容易に形成することができ、回路
上の部品点数を削減でき、小型化および軽量化すること
が可能となる。
【００１７】次に、バックライト装置１０の保持方法に
ついて説明する。図２はバックライト装置の第１の保持
方法を示す斜視図である。また、図３はバックライト装
置の第２の保持方法を示す断面図である。
【００１８】図２では、バックライト装置１０が破線で
示した垂直な枠体２１または２２によって保持された、
従来と同様の保持方法を示している。この場合、枠体２
１または２２は、バックライト装置１０の上方で、これ
に平行となるように拡散シート３および液晶パネル２を
保持し、液晶表示装置１を構成する。一方、図３に示す
第２の保持方法では、下部が傾斜した形状を有する枠体
３１に、基板１４の側面部１４ｂの上端部が固定される
ことで、バックライト装置１０が保持されている。この
場合も図２と同様に、枠体３１の上部の垂直となった部
分で、拡散シート３および液晶パネル２を保持する。従
来のバックライト装置は、ランプハウスの形状によって
図２の枠体２１あるいは２２のような垂直な枠体を使用
して保持されていたが、本発明のバックライト装置１０
では、光の反射手段となる基板１４の傾斜した側面部１
４ｂの裏側に駆動回路が形成される構造から、外形寸法
が縮小されており、図３の枠体３１のように、基板１４
の傾斜に沿って傾いた形状や、曲面、凹凸を有する形状
等の枠体によって保持することによって、液晶表示装置
１内の設置スペースをより縮小することができる。この
ようにバックライト装置１０は、従来と比較して液晶表
示装置１内における取り付け構造に高い自由度を有し、
液晶表示装置１の外形寸法を縮小することができ、スペ
ースを有効に活用することができる。
【００１９】最後に、図４に本発明のバックライト装置
の変形例における基板の上面展開図を示す。図４に示す
バックライト装置の基板４０では、発光ダイオード４１
の設置された底面部４０ａの周囲に、４枚の側面部４０
ｂ、４０ｃ、４０ｄおよび４０ｅが接続されている。な
お、図４では理解がしやすいように、基板４０を上面か*
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*ら見た展開図で示している。各側面部４０ｂ、４０ｃ、
４０ｄおよび４０ｅの上面には、それぞれ反射シート４
２ｂ、４２ｃ、４２ｄおよび４２ｅが貼付され、組み立
てられた際には、隣接する各側面部４０ｂ、４０ｃ、４
０ｄおよび４０ｅが傾斜した状態で接続され、発光ダイ
オード４１からの光を上面に反射する。また、これらの
すべて、あるいはいずれかの背面には、図示しない発光
ダイオード４１の駆動回路が形成されている。このよう
に、本発明のバックライト装置では、光の反射手段とな
る基板の側面部を複数設けることも可能である。
【００２０】なお、上記の各実施例では、液晶パネルに
照射する光の光源を発光ダイオードとしたが、蛍光管方
式の発光装置や電球としてもよい。また、この光源は、
基板の底面に複数設置されてもよい。
【００２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明のバックラ
イト装置では、光源および駆動回路の実装と、光反射手
段の形成が１つの基板上でなされる。すなわち、この基
板は、光源が装着された平板状の底面部の端部に、平板
状の複数の側面部が光源からの光の照射方向に傾斜した
状態で接続された形状を有し、傾斜した側面部における
光の照射方向側に光反射手段が形成されることによっ
て、光源からの光が反射される構造になっており、駆動
回路は側面部の光照射方向の裏側に形成される。このよ
うな基板の構造によって、バックライト装置の小型化が
可能となり、部品点数が削減されて、生産性が高められ
る。
【００２２】また、本発明の液晶表示装置では、光源お
よび駆動回路の実装と、光反射手段の形成が１つの基板
上でなされたバックライト装置を具備している。この基
板は、光源が装着された平板状の底面部の端部に、平板
状の複数の側面部が光源からの光の照射方向側に傾斜し
た状態で接続された形状を有し、傾斜した側面部におけ
る光の照射方向側に光反射手段が形成されることによっ
て、光源からの光が反射される構造になっており、駆動
回路は側面部の光照射方向の裏側に形成される。このよ
うな基板の構造によって、液晶表示装置の小型化が可能
となり、部品点数が削減されて、生産性が高められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施例であるバックライト装置の構
造を示す図であり、（ａ）は断面図、（ｂ）は平面図を
示す。
【図２】バックライト装置の第１の保持方法を示す斜視
図である。
【図３】バックライト装置の第２の保持方法を示す断面
図である。
【図４】本発明のバックライト装置の変形例における基
板の上面展開図を示す。
【図５】従来のバックライト装置を示す断面図である。
【図６】従来のバックライト装置におけるランプハウス
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の形状例を示す斜視図である。
【符号の説明】
１……液晶表示装置、２……液晶パネル、３……拡散シ*

8
*ート、１０……バックライト装置、１１……発光ダイオ
ード、１２……回路部品、１３……反射シート、１４…
…基板、１４ａ……底面部、１４ｂ……側面部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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